






A Study to Develop a New Support Tool That Enables Multiple Participants to Co-Create an 
Idea and User Scenario with the dialogue
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This paper is a study to develop a new tool that enables multiple participants to co-create an 
idea and user scenario with the dialogue, and the effect is veriﬁed. This tool supports the creation of 
new ideas to make use of the chance of turning the card, and allows you to associate a variety of 
situations that it reclassiﬁes as four types of cards.　You can make a lively brainstorming within a 
team by using this tool.
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い。21世紀を迎えた今，デザイン思考が脚光を浴びているのは，転換の時代にあって多様な可能性を
導き出す実践方法として注目されているからに他ならない。
　デザイン思考のプロセスには，1. Empathize : ユーザに共感する　2. Define : 問題定義する　3. Ide-
































































発理論の一種で，技術的な問題を解決するための「技術的ブレークスルーの 40パターン（名称 : 発




































































































































































































































































8 : 20 学生 C「平日だけ…スタンプラリーのイベントがあるとか。」
8 : 27 学生 A「あぁ…そうだねぇ」
8 : 30 学生 B「うーん」
12秒沈黙
8 : 42 学生 A「あとなんですかねぇ」
8 : 46 学生 C「平日だけ…平日だけ…」
8 : 50 学生 A「人が少ない」
8 : 53 学生 C「うん」
8 : 57 全員「うーん」
9 : 00 学生 A「平日にしか空いてないから行く…」
9 : 07 学生 C「うん，春休みとかは人いるしね」
9 : 12 学生 A「家族連れとかはまず空いてないから…」
9 : 15 学生 C「まあそうだよね」
9 : 18 学生 A「だからまあ…大人系だよね。平日は…。大人系だから…うーん…」






 9 : 46 学生 A「平日は」
 9 : 47 学生 C「平日は？」
 9 : 48 学生 A「例えば…」
 9 : 50 学生 C「例えば？」
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 9 : 53 学生 A「12時までとかにするとか，夜の営業時間を。空いている時間を。」
 9 : 54 学生 C「あぁ…あぁ」
 9 : 55 学生 A「それで…12時とかまでにすると…仕事終わって…飲みに行くみたいな選択肢に
なる。それに遊園地を使ってもらう…みたいな。」
10 : 05 学生 C「あぁ。ほお。」
10 : 07 全員頷く
15秒間の沈黙
10 : 22 学生 C「花金みたいな感覚で…」
10 : 23 学生 A「遊園地で…飲んだりとか…」
10 : 24 学生 C「うん」
10 : 35 学生 A「観覧車で…飲むとか…」
10 : 37 学生 C「途中で気分悪くなりそうだな （笑）」
──別の話題 約 2分間──
12 : 22 学生 A「じゃあランチに行こう…みたいな。」
12 : 26 学生 B「あー　うん」
12 : 30 学生 C「ランチ感覚だ。」
12 : 31 学生 A「そう。ランチ感覚で。」
12 : 40 学生 B「うーん」
12 : 50 学生 C「じゃあ遊園地内のレストランでしか食べられないメニューとかあったら来るか
も。」
12 : 55 学生 A「しかも平日だけね！」






6 : 13 学生 E「あと何メートルでゴミ箱，とか地面に書く。」
6 : 16 学生 G「あ～」
6 : 17 学生 E「そしたらわざわざ捨てないよね」
6 : 18 学生 G「確かに，確かに」
13アイデアとユーザシナリオを共創するための支援ツールの開発
6 : 19 学生 E「長い時間持っているのが嫌だから捨てちゃうのかな。…うん。」
6 : 20 学生 G「それいいね。確かに…あるといい。」
10秒間の沈黙
6 : 32 学生 G「場所がわからないから捨てるんだよね。それに尽きるかもね。結構それ…あると
思う。」
6 : 40 学生 E「うん…。うーん。」
19秒間の沈黙
6 : 59 学生 E「あと考えられる理由は…」
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【テストパターン 2から抽出】
12 : 14 学生 I「まぁ何回も出てきているけど，ゴミを利用して何かおもちゃ作ったりアートにし
たりして使えばゴミは減る！ポイ捨ては減るんじゃないかな！」
17秒沈黙
12 : 48 学生 K「えっと，じゃあ…ポイ捨てのゴミだけを使った商品を，その商店街だの地域の特
産物的ものにすれば，栄えるし，100年後も通用するんじゃないか，と思います…わかん
ない」
13 : 15 学生 J「うん」
5秒沈黙
13 : 22 学生 L「さっきそのビニール袋の代わりにエコバッグ使うとかって話があったんだけど，
代わりになる素材っていうのを考えて，例えば今タンブラーとかすごく流行っているけど，
いろいろ自分のマイ箸とか携帯したりするようにする」
13 : 40 学生 J「うん…なるほど」
13 : 43 学生 I「うん」
10秒沈黙
13 : 53 学生 J「逆に，マイタンブラーとかじゃなくて，もう全部その店舗内で済ませてもよくない？
もう割り箸とか捨てられちゃうから，固定で。洗って使って下さいって」











7 : 19 学生 B「女性客の通算 1万人の来客にプレゼントを付けるキャンペーンを行う」
7 : 26 学生 A「いいねぇ～」
7 : 30 学生 C「それすげーいい！」
16秒沈黙




7 : 57 学生 C「あ～いいねぇ～」
8 : 40 学生 C「じゃあ，学生 Bのアイデアに便乗して，学生 Bのアイデアをちょっと小さくし
て 1万人ごとにプレゼントだったけど，10人ごととかに頻度を増やして，プレゼントを
あげる。小さくして。どうぞ！」
9 : 04 学生 D「なるほど。そうだな…」
6秒沈黙




9 : 42 学生 A「するね」
9 : 45 学生 C「いいね。なるほど」










11 : 29 学生 I「ゴミ同士をブレンドしてリサイクルって感じ？（苦笑）です」
11 : 45 学生 K「えーっと，じゃあ，その，これって…便乗しちゃダメなの…？」
11 : 52 学生 I「いいんじゃない？　わかんない」
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11 : 58 学生 K「いいのかなぁ…その，リサイクルっていう…ごみのリサイクル…をして，えっと
…そのリサイクルしたものから，えっと…なんかその展示会とかそういうのを開けば，ゴ
ミでそういう絵とかが作れて，コストが 100分の 1になる」
12 : 30 学生 I「おぉ…なるほど」
15秒の沈黙
12 : 50 学生 L「学生 Jがさっき言っていたのって，スーパーとかで詰めてもらう袋が有料？」
12 : 56 学生 J「そうそうそう。それもだし，ゴミ袋自体も有料」















8 : 04 学生 D「わ～使いにくいのが来たね！『喫煙所！』」
8 : 08 学生 B「うわ～」
8 : 09 学生 A「はっはっは。絶対無理だ！」
8 : 10 学生 D「まぁ喫煙所だったら，子どもが居る人…親向けにね！広告とかうてるのは喫煙所
なんじゃないの！」
8 : 16 3人「あー！（納得）」
8 : 17 学生 D「やっぱり子どもに見せるより，親に見せないとだめじゃん」
8 : 20 学生 A「お金を出すのは親だしね」
8 : 21 学生 C「あー，親に買ってもらうという…」
8 : 23 学生 D「そうそうそう。まぁ，親が子どもに早く走って欲しいっていうのもあるかもしれ
ないから。まぁ喫煙所に広告出したら親しか見ないよね」
17アイデアとユーザシナリオを共創するための支援ツールの開発
8 : 35 学生 C「素晴らしいですね」
8 : 37 学生 A「素晴らしい～」
8 : 39 チェッカー（司会）「時間です。その素晴らしい意見にもっとアイデアがあるよという人，
便乗して発言していいよ！」
スピーチタイムに突入
8 : 46 学生 A「喫煙所…喫煙者って，誰しもなんか…悪い気持ちというか…良くないなぁって気
持ちはあるじゃないですか」
8 : 54 学生 B「罪悪感（笑）」
8 : 56 一同笑い
8 : 58 学生 C「あるんだ！（笑）」
9 : 00 学生 A「そりゃ，体に悪いし！いいことはないじゃん。だから，その…書くんですよ。『あ
なたのタバコ，一日何本辞めるとスニーカーが買ってあげられます』って…」
9 : 10 学生 D「すごいー！（笑）
9 : 11 学生 B「あー！！（笑）」
9 : 13 一同笑い
9 : 15 学生 C「『この靴買えます』みたいな（笑）」
9 : 16 学生 D「響くね（笑）」
9 : 17 学生 A「そう，一日 5本減らせば…1週間，1ヶ月で買えますって（笑）」
9 : 23 学生 D「禁煙の広告にもなるだろ（笑） 一石二鳥じゃん！みんな健康になるよ」
9 : 26 学生 C「面白い！」
9 : 28 学生 A「お父さんにもグッと来ちゃう（笑）」
9 : 30 学生 D「みんな健康になるよ」
9 : 32 学生 A「健康にもなるしね」
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【テストパターン 1から抽出】
13 : 30 学生 C「『時間をかけて』，『借りる』。えっと，じゃあすごく欲しいって言ってきた人たち
の中から，貸し出します。でも，貸し出すまでに 1週間とか，1ヶ月とかかけて焦らして
貸す。そして購買意欲を高めさせる」
13 : 49 学生 A「いいねぇ～」
13 : 50 学生 C「焦らしプレイ！というやつです。要するに」
13 : 55 学生 B「なるほど！」
スピーチタイムに突入





3 : 42 学生 P「『貸す』…『知恵を貸す』かな。たぶんゴミ捨てが問題となっているけれども，
もしかしたらそういった問題を解決出来ている場合（地域？）もあるので，そこの成功事
例から知恵を貸してもらうとか」
　テストパターン 1の 1回目では「時間をかけて」という howカード，「借りる」という doカードを


































発話数 ツール無し ブレスター MECLU
テストパターン 1 85 64 153
テストパターン 2 87 60 91
図 9　発話数の比較
　　　　　　　　アイデア数の比較
アイデア数 ツール無し ブレスター MECLU
テストパターン 1 21 23 29
テストパターン 2 18 24 31
図 10　アイデア数の比較
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